
国立大学法人岡山大学文明動態学研究所共用機器利用規程（案） 
 

 
 

（目的） 
第１条 この規程は、国立大学法人岡山大学文明動態学研究所が管理するマイクロフ
ォーカス X 線 CT システム（以下「共用機器」という。）の利用に関し、必要な事項
を定めることを目的とする。 

（利用資格） 

第２条 共用機器を利用できる者は、本学並びに本学以外の大学及び学術研究組織
（企業等の研究所を含む。）に所属する者とする。ただし、所長が特に認めた者につ
いては、この限りでない。 

（利用許可） 

第３条 共用機器を利用しようとする者は、所長に申請し、その許可を受けなければ
ならない。 

２ 利用申請及び利用許可に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 第１項の許可を受けた者（以下「利用者」という。） 

（管理者） 

第４条 所長は、共用機器の管理運営に必要な管理者を置くことができる。 

２ 管理者は、所長の指示の下、共用機器の管理運営に関する業務を行う。 

３ 所長は、第３条第１項に規定する利用許可に係る審査及び承認に関する権限を管
理者に委任することができる。 

（遵守事項） 

第５条 利用者は、関係法令、本学の諸規則及び管理者の指示に従わなければならな
い。 

２ 利用者は、共用機器の利用により知り得た情報及び他の利用者に関する情報を第
三者に漏らしてはならない。 

（利用許可の取消し等） 
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第６条 所長は、利用者が本規程又は管理者の指示に違反した場合及び共用機器の管
理運営上支障があると認めた場合は、利用許可を取り消し、又は利用を停止すること
ができる。 

（利用料金） 

第７条 利用者は、共用機器の利用に要する経費を負担するものとする。 

２ 利用料金その他必要な事項は、別に定める。 

（損害賠償） 

第８条 利用者は、故意又は重大な過失により共用機器を損傷し、又は滅失したとき
は、その損害を賠償しなければならない。 

（免責） 

第９条 本学は、共用機器の利用により利用者に生じた損害について、本学に故意又
は重大な過失がある場合を除き、その責を負わない。 

（その他） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、共用機器の利用に関し必要な事項は、所長
が別に定める。 

 

附則 

この規程は、令和 8 年 月 日から施行する。 

 

 


